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　鬼怒フラワーラインで、
みんなで力を合わせて掘っ
たさつまいもは、今年もた
くさん採れました。

今月の表紙

❷秋をいろどる多彩なイベント

❹平成17年度　下妻市の決算

❽まちのわだい

14新下妻市の歴史再発見

15博物館収蔵・口頭詩・市民文芸

16予算の執行状況

17健康ちょっと一言
インフルエンザに気をつけま
しょう

18健康カレンダー

19おめでた・おくやみ
編集デスク

20わがやのにんきもの
さわやかリレー

秋をいろどる
多彩なイベント
ふるさとの

自慢が勢ぞ
ろい

　新下妻市の誕生を記念した “２００６しもつま砂沼フェステ
ィバル” が、１０月２１日、２２日の２日間、砂沼サンビーチ
においておこなわれました。市民交流広場や商工まつり、農畜
産まつり、砂沼フレンドリーフェスティバルなどのお祭りがお
こなわれ、下妻の郷土芸能や特産品・農畜産物などを広く紹介。
また、２９日には、“下妻ふれあいまつり” が、千代川公民館を
会場に、千代川運動公園ではふれあいウォークフェスティバル
が開催され、青空とさわやかな風のなか、たくさんのみなさん
が多彩なイベントを楽しみました。

Autumn
Festival in
Shimotsuma
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●砂沼フレンドリーフェスティバル【しもつま砂沼フェスティバル】 ●国際交流祭【しもつま砂沼フェスティバル】 ●農畜産まつり【下妻ふれあいまつり】 ●特設コーナー【下妻ふれあいまつり】 ●ふれあいウォークフェスティバル

しもつま砂沼フェスティバル
下妻ふれあいまつり

ふれあいウォークフェスティバル

1

3

4

2

5

1市民ステージでは、市内の小・中学校や各団体な
どの多彩なステージが披露されました。
2国際交流祭のサンバパレードやダンスがリズミカ
ルに披露されました。
3商工まつり青空市では、市内の各商店街からあら
ゆる商品が並び、来場者は立ち止まりながら、買い
物を楽しんでいました。
4砂沼フレンドリーフェスティバルの赤ちゃんハイ
ハイ競争。パパやママとはなればなれにならないよ
うに、一生懸命ハイハイしていました。
5商工まつりのチビッコ広場では、ミニＳＬが会場
内を走り、親子づれでにぎわいました。

しもつま砂沼フェスティバル
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下
妻
市
の
平
成
17
年
度
の
一
般
会
計
、
各
特
別
会
計
の
決
算
額
が
９
月
定
例
議
会

で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
決
算
は
、み
な
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金
や
、

国
・
県
か
ら
の
補
助
金
な
ど
が
、
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
か
を
数
字
で
表
し
た
も
の

で
す
。
な
お
、
今
回
の
決
算
額
は
、
旧
千
代
川
村
分
（
平
成
17
年
４
月
か
ら
12
月
ま

で
）
の
決
算
額
を
合
算
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
平
成
17
年
度
の
一
般
会
計
と
７
つ
の
特
別
会
計
を
含
め
た
歳
入
総
額
は
、
２
８
２

億
７
，
０
７
７
万
円
で
歳
出
総
額
は
、
２
６
６
億
６
，
８
８
６
万
円
で
し
た
。
私
た

ち
の
住
ん
で
い
る
下
妻
市
の
財
政
状
況
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
市
政
へ
の
関
心
を

深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
決
算
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

一
般
会
計
は
、
下
妻
市
の
財
政
状
況
の

中
核
を
な
す
も
の
で
、
市
税
な
ど
の
自
主

財
源
と
地
方
交
付
税
な
ど
の
依
存
財
源
に

よ
り
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
民
生
・
衛
生
・

土
木
・
教
育
な
ど
の
暮
ら
し
を
支
え
る
基

本
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
使
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

平
成
17
年
度
の
一
般
会
計
の
決
算
は
、

歳
入
総
額
が
１
５
２
億
１
，
９
３
５
万
５

千
円
、
歳
出
総
額
１
４
４
億
８
，
２
５
２

万
４
千
円
で
差
し
引
き
７
億
３
，
６
８
３

万
１
千
円
が
、
平
成
18
年
度
に
繰
越
と
な

り
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
歳
入
決
算
額
の
う
ち
、
市

税
や
使
用
料
お
よ
び
手
数
料
な
ど
市
自
ら

が
収
入
し
た
お
金
を
„
自
主
財
源
“
と
い

い
71
億
５
，
８
８
６
万
３
千
円
で
全
体
の

47
・
０
パ
ー
セ
ン
ト
の
割
合
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
地
方
交
付
税
や
国
・
県

か
ら
の
補
助
金
、
さ
ら
に
市
債
（
建
設
事

業
な
ど
の
財
源
と
し
て
借
り
る
お
金
）
で

補
い
ま
す
。
こ
れ
を
„
依
存
財
源
“
と
い

い
ま
す
。

　

歳
入
で
最
も
割
合
を
占
め
て
い
る
の

は
、
市
税
で
47
億
９
，
４
２
０
万
６
千
円

で
31
・５
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
ま
す
。

不
足
財
源
を
補
う
た
め
に
国
か
ら
交
付
さ

れ
る
の
が
、
地
方
交
付
税
で
、
本
市
の
地

方
交
付
税
は
、
38
億
７
，
５
２
４
万
６
千

円
で
25
・
５
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
ま

す
。

　

平
成
17
年
度
の
市
が
使
っ
た
お
金
（
歳

出
）
は
、
一
般
会
計
で
、
１
４
４
億
８
，

２
５
２
万
４
千
円
で
市
民
一
人
あ
た
り
で

計
算
す
る
と
、
30
万
２
，
７
１
６
円
と
な

っ
て
い
ま
す
。

23億6,465万
7千円

下
妻
市
の
決
算15.5％31.5％

47億9,420万6千円

諸収入など市　税市　税 諸収入など 地方交付税 市債
県
　支出
　 金

国庫
　支出
　　金

地方
　譲与
　　税

そ
の
他

47億9,420万6千円 23億6,465万
7千円 38億7,524万6千円

11億
2,592万
5千円

9億
5,227万
6千円

8億
4,652万
1千円

4億
7,313万
8千円

7億
8,738万
6千円

31.5％ 15.5％ 25.5％ 7.4％ 5.6％ 3.1
％

民生費

35億950万7千円

24.2％

総務費

24億1,315万5千円

16.7％

衛生費

12.7％

公債費

16億9,737万
1千円

11.7％

土木費

15億3,713万
1千円

10.6％

教育費

14億
9,550万円

10.3％

農
業
費
8億

8,159万
7千円

消
防
費
6億

8,924万
4千円

4.8
％

そ
の
他
4億　
2,855万
8千円

2.9
％　

一般会計

自主財源 依存財源歳入 合計 152億1,935万5千円
歳出 合計 144億8,252万4千円

6.3％ 5.1％

18億3,046万
1千円

6.1％

市民1人あたりに使われたお金 302,716円

市民１人あたりの金額は、平成18年3月31日現在の人口（住民基本台帳人数45,741人＋外国人登録人数2,101人）
47,842人で割ったものです。

民生費

73,356円

総務費

50,440円

衛生費

38,261円

公債費

35,479円

土木費

32,129円

教育費

31,259円

農業費

18,427円

消防費

14,407円

その他

8,958円

歳入　２８２億７,０７７万円

歳出　２６６億６,８８６万円

歳入　２８２億７,０７７万円

歳出　２６６億６,８８６万円

平成
17年度
平成
17年度
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一
般
会
計

歳
入市に

入
っ
た
お
金

31
・
５
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
市
税

25
・
５
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
方
交
付
税

歳
出市が

使
っ
た
お
金

市
民
一
人
あ
た
り
30
万
３
千
円



市の会計は２種類

89

大切な財源がこのように使われました

市民一人あたりの市税
項目 決算額 一人あたりの金額

市税・村税 47億9,420万5,915円 100,209円

内　
　
　
訳

固定資産税 26億1,965万9,064円 54,757円

個人市民税 13億2,481万4,853円 27,691円

法人市民税 4億4,031万　200円 9,203円

たばこ税 3億1,672万4,798円 6,620円

軽自動車税 7,098万2,250円 1,484円

入湯税 2,171万4,750円 454円

平成17年度下妻市決算状況
区分 収入済額 支出済額 執行率　％

一般会計⑴ 152億1,935万5千円 144億8,252万4千円 95.2％

特　
別　
会　
計

国民健康保険 52億4,805万1千円 45億9,572万4千円 87.6％

老人保健 41億9,219万7千円 41億1,785万2千円 98.2％

介護保険 22億5,096万7千円 21億7,923万8千円 96.8％

下水道事業 11億5,280万6千円 11億1,436万3千円 96.7％

土地区画整理 1億2,180万3千円 9,437万6千円 77.5％

砂沼荘 2,236万4千円 2,155万3千円 96.4％

公共用地先行取得 6,322万9千円 6,322万9千円 100.0％

計⑵ 130億5,141万7千円 121億8,633万5千円 93.4％

合計⑴＋⑵ 282億7,077万2千円 266億6,885万9千円 94.3％

市
税

市
民
税
、
固
定
資
産
税
な
ど
市
民
の

み
な
さ
ん
か
ら
納
め
ら
れ
る
税
金

地
方
交
付
税

地
方
公
共
団
体
の
財
源
の
均
衡
を
は

か
る
た
め
、
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
お

金市
債

国
や
銀
行
か
ら
借
り
た
お
金

国
庫
支
出
金

国
か
ら
の
補
助
金
な
ど

県
支
出
金

県
か
ら
の
補
助
金
な
ど

繰
越
金

前
年
度
決
算
で
の
剰
余
金

繰
入
金

一
般
会
計
、
特
別
会
計
お
よ
び
基
金

の
間
で
、
相
互
に
資
金
運
用
を
す
る

も
の

地
方
譲
与
税

地
方
道
路
譲
与
税
、
自
動
車
重
量
譲

与
税
な
ど

地
方
消
費
税
交
付
金

地
方
消
費
税
の
一
部
が
人
口
な
ど
に

応
じ
て
交
付
さ
れ
る
も
の

諸
収
入

貸
付
金
の
返
還
な
ど

分
担
金
お
よ
び
負
担
金

保
育
園
の
保
育
料
な
ど

使
用
料
及
び
手
数
料

ご
み
処
理
手
数
料
や
施
設
の
使
用
料

な
ど

民
生
費

高
齢
者
福
祉
や
保
育
所
な
ど
に
か
か

る
お
金

商
工
費

商
工
業
や
観
光
の
振
興
な
ど
の
経
費

衛
生
費

健
康
診
断
や
ご
み
処
理
な
ど
に
か
か

る
お
金

公
債
費

市
債
の
返
済
に
充
て
ら
れ
る
お
金

土
木
費

道
路
や
河
川
な
ど
の
整
備
・
維
持
に

か
か
る
お
金

教
育
費

小
・
中
学
校
や
公
民
館
、
体
育
施
設

の
運
営
・
維
持
管
理
な
ど
に
か
か
る

お
金

農
業
費

農
業
の
振
興
を
図
る
た
め
の
支
援

や
、
生
産
基
盤
整
備
な
ど
の
経
費

一般会計の決算額を家計簿に例えると（年収500万円に例えると）

項目 内容 下妻市決算 一般家庭に置き換えると
自らの努力で得られる収入
（自主財源） 給与 （市税等） 4,794,206 1,575

家賃収入等 （使用料及び手数料・分担金及び負担金） 367,678 121
雑収入 （財産収入・諸収入等） 403,057 132
預金利子 （預金利子・利子及び配当金） 1,503 0
預金の引き出し （繰入金） 819,961 269
前年度からの繰越金（繰越金） 772,458 254
小計① 7,158,863 2,352

他からの援助による収入
（依存財源） 親からの仕送り （国庫及び県支出金・地方交付税等） 6,934,567 2,278

銀行などからの借入 （地方債） 1,125,925 370
小計② 8,060,492 2,648
合計 (①＋② ) 15,219,355 5,000

収入の部 金額（単位　千円）

項目 内容 下妻市決算 一般家庭に置き換えると
生活に必要な経費
（経常経費） 食費 （人件費） 2,930,234 963

医療費・保育費 （扶助費） 1,654,276 543
ローンの返済 （公債費） 1,697,368 558
光熱水費・日用品費 （物件費） 1,996,999 656
雑費 （補助費等） 2,958,323 972
子供への仕送り （繰出金） 1,583,940 520
小計③ 12,821,140 4,212

臨時的に出ていく経費
（臨時経費） 車などの修理代 （維持補修費） 61,126 20

家屋の増改築 （普通建設事業） 1,480,235 486
友人や会社への貸付金（投資及び出資金・貸付金） 22,474 7
貯金 （積立金） 97,549 32
小計④ 1,661,384 546
合計 (③＋④ ) 14,482,524 4,758

支出の部 金額（単位　千円）

市の会計は２種類 一般会計
福祉や教育、道路整備な
ど、市政運営の基本とな
る会計

特別会計
国民健康保険や介護保険な
ど、一般会計と区別する必
要がある特定事業の会計

市民１人あたりの金額は、平成18年3月31日現在の人口
（住民基本台帳人数45,741人＋外国人登録人数2,101人）
47,842人で割ったものです。

用
語

解
説

用
語

解
説

歳
入

歳
出
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市内でおこなわれた各種行事や地域の話題など…
みなさんからの情報をお待ちしています。

（秘書課 広報広聴係  内線 1212）

まま わわののちち だだ いい

数須地区にさまざまな施設を整
備（冷暖房施設・納屋兼ごみ集
積所・本ケヤキくり抜き胴太鼓）

TOPICSTOWNTOWN

　

10
月
29
日
、
合
併
後
初
の
„
２
０
０
６

下
妻
の
伝
統
芸
能
祭
“
が
市
民
文
化
会
館

大
ホ
ー
ル
に
あ
ふ
れ
る
ほ
ど
の
観
客
の
前

で
力
強
い
バ
チ
さ
ば
き
が
披
露
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
伝
統
芸
能
祭
は
、
加
盟
団
体
に
合

併
後
皆
葉
は
や
し
会
（
旧
千
代
川
村
）
の

団
体
が
加
わ
り
20
団
体
が
一
堂
に
会
し
、

下
妻
市
の
伝
統
芸
能
の
さ
ら
な
る
発
展
や

啓
発
を
市
内
外
に
ア
ピ
ー
ル
し
、
民
俗
芸

能
を
継
承
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
下
妻
市

に
利
用
し
て
い
る
農
村
集
落
セ
ン
タ
ー
に

冷
暖
房
施
設
を
整
備
し
た
ほ
か
、
納
屋
兼

ご
み
集
積
所
の
新
設
や
本
ケ
ヤ
キ
く
り
抜

き
胴
太
鼓
を
新
調
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
機

に
地
域
住
民
の
郷
土
愛
が
ま
す
ま
す
育
ま

れ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
輪
が
大
き
く
な
る

こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　

こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
は
、

（
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
、
宝
く
じ

の
普
及
・
広
報
を
目
的
と
し
て
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
に
必
要
な
施
設
、
備
品
な
ど

を
整
備
す
る
た
め
に
、
そ
の
一
部
を
助
成

し
て
い
る
も
の
で
す
。

伝
統
芸
能
保
存
連
合
会
の
主
催
に

よ
り
、
今
年
初
め
て
の
試
み
で
お

こ
な
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

会
場
に
は
、
市
内
の
み
な
さ
ん

は
、
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
県
外
か

ら
も
た
く
さ
ん
の
方
が
訪
れ
、
心

を
ゆ
さ
ぶ
る
太
鼓
の
響
き
が
会
場

大
ホ
ー
ル
に
響
き
渡
り
、
終
演
に

な
る
頃
は
、
若
さ
み
な
ぎ
る
力
強

い
バ
チ
さ
ば
き
に
す
っ
か
り
魅
了

さ
れ
、
大
き
な
喝
采
が
い
つ
ま
で

も
響
き
、
”わ
し
の
よ
う
な
る
三

角
野
郎
が
四
角
四
面
の
や
ぐ
ら
の

上
で
…
“
な
ど
と
八
木
節
を
口
ず

さ
み
な
が
ら
会
場
を
後
に
す
る
姿

が
見
受
け
ら
れ
、
大
き
な
感
動
を

た
く
さ
ん
の
み
な
さ
ん
が
得
る
こ

力強いバチさばき（常陸乃国ふるさと太鼓会）
と
が
で
き
、
大
盛
況
の
う
ち
に
幕
が
閉
じ

ら
れ
ま
し
た
。

　

下
妻
市
の
伝
統
芸
能
保
存
は
、
市
の
指

定
を
受
け
、
無
形
民
俗
文
化
財
„
平
方
は

や
し
“、„
大
町
は
や
し
“
”不
動
宿
ひ
ょ
っ

と
こ
“„
大
宝
八
幡
宮
十
二
座
神
楽
“
の

４
団
体
を
中
心
に
、
昭
和
56
年
に
連
合
会

が
発
足
し
、現
在
で
は
20
団
体
が
加
盟
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
地
域
で
、
団
体
の
特
徴
を
生

か
し
た
活
発
な
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
る

も
の
で
す
。

　

永
年
の
集
落
の
み
な
さ
ん
の
願
い
で
あ

り
ま
し
た
羽
子
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

が
こ
の
ほ
ど
完
成
し
、
11
月
５
日
に
市
長

や
助
役
な
ど
約
１
０
０
名
が
出
席
し
、
盛

大
に
竣
工
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
ま
で
の
公
民
館
は
、
狭
く
老
朽
化
が

進
み
、
調
理
設
備
も
な
く
利
用
上
大
変
不

便
を
き
た
し
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
新
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
建
設
に
向
け
、

行
政
区
か
ら
の
強
い
要
望
に
よ
り
、
こ
の

程
、
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
数
須
地
区
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
集

落
行
事
や
健
康
診
断
、
選
挙
投
票
所
な
ど

３
年
連
続
金
賞
受
賞 

下
妻
中
吹
奏
楽
部

東
日
本
学
校
吹
奏
楽
大
会

フィナーレにおみこしも登場

　

下
妻
中
学
校
の
吹
奏
楽
部
が
、
10
月
７

日
に
仙
台
市
の
泉
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
で

お
こ
な
わ
れ
た
、
東
日
本
学
校
吹
奏
楽
大

会
に
、
東
関
東
支
部
の
代
表
と
し
て
出
場

し
、
コ
ン
ク
ー
ル
の
部
で
見
事
金
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
県
西
、
県
大
会
、
東
関

東
大
会
と
勝
ち
進
み
、
代
表
校
と
し
て
、

北
海
道
、
東
北
、
東
関
東
、
西
関
東
、
東

京
、
北
陸
の
６
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
23
校
が
出

場
し
、
レ
ベ
ル
の
高
い
演
奏
で
技
術
面
や

芸
術
面
が
競
わ
れ
た
も
の
で
、
３
年
連
続

金
賞
を
受
賞
し
た
も
の
で
す
。

　

吹
奏
楽
部
の
57
名
の
部
員
は
、
猛
練
習

を
積
み
重
ね
、
今
回
の
栄
え
あ
る
受
賞
と

な
っ
た
も
の
で
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

おめでとう！３年連続金賞受賞

　

第
42
回
献
血
運
動
推
進
全
国
大
会
に
お

い
て
、
下
妻
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
（
石い
し

川か
わ

　

節た
か
し会

長
）
に
対
し
厚
生
労
働
大
臣
よ
り

感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。同
団
体
は
、

会
員
等
を
動
員
し
、
４
０
０
㎖
献
血
を
中

心
と
し
た
献
血
協
力
者
の
確
保
に
積
極
的

に
協
力
す
る
な
ど
、
献
血
事
業
に
大
き
く

貢
献
し
て
お
り
、
こ
の
た
び
そ
の
功
績
が

認
め
ら
れ
ま
し
た
。

羽子コミュニティセンターが完成

力
強
い
バ
チ
さ
ば
き
を
披
露

２
０
０
６
合
併
記
念　
下
妻
の
伝
統
芸
能
祭

加盟団体に加わった皆葉はやし会（旧千代川村）

厚
生
労
働
大
臣
よ
り
感
謝
状

献
血
推
進
の
功
績

献血事業に大きく貢献
下妻ロータリークラブ

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
活
用

自
治
宝
く
じ
助
成
事
業

ひょっとこ手踊りを披露
（不動宿ひょっとこ保存会）
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選
手
の
み
な
さ
ん
は
、
市
長
は
じ
め
市

議
会
議
長
、
団
長
か
ら
激
励
の
こ
と
ば
を

受
け
て
競
技
に
入
り
ま
し
た
。

　

審
査
員
の
„
操
法
開
始
！
“
の
合
図
が

あ
り
、
選
手
の
み
な
さ
ん
は
、
自
分
の
役

割
を
し
っ
か
り
マ
ス
タ
ー
し
、
機
敏
な
動

作
で
競
技
に
取
り
組
み
、
競
技
終
了
と
と

も
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
い
っ
ぱ
い
に
大
き
な
拍

手
や
歓
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

　

”４
か
月
間
の
厳
し
い
練
習
に
励
ん
で

き
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
の
防
災
活
動

に
大
い
に
役
立
て
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
“
と
達
成
感
に
満
ち
溢
れ
た
顔
で
話
を

し
て
く
れ
た
選
手
の
み
な
さ
ん
。
本
当
に

ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

一斉に放水！

放
水
は
じ
め
！

消
防
ポ
ン
プ
操
法
競
技
大
会
出
場

　

10
月
29
日
、
茨
城
県
消
防
ポ
ン
プ
操
法

競
技
県
西
地
区
大
会
が
、
さ
わ
や
か
な
秋

空
の
も
と
、
広
域
中
央
運
動
公
園
（
古
河

市
）
イ
ベ
ン
ト
広
場
に
お
い
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、今
年
で
57
回
目
を
迎
え
、

10
市
町
村
の
消
防
団
の
代
表
者
の
み
な
さ

ん
が
参
加
し
、
操
作
の
所
要
時
間
や
行
動

動
作
な
ど
を
競
い
合
う
も
の
で
、
合
併
後

初
の
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
市
か
ら
は
、第
５
分
団
（
総
上
地
区
・

豊
加
美
地
区
・
高
道
祖
地
区
）
の
う
ち
総

上
地
区
の
選
手
の
み
な
さ
ん
が
参
加
し
ま

し
た
。

お友だちといっしょに体力測定

　

10
月
８
日
、
総
上
小
学
校
体
育
館
に
お

い
て
、
体
力
測
定
フ
ェ
ス
テ
イ
バ
ル
２
０

０
６
が
お
こ
な
わ
れ
、
総
上
地
区
の
お
子

さ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
１
５
０
名
の

み
な
さ
ん
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
、
昨
年
ま
で
続
い
て
い
た

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
代
わ
る
も

の
と
し
て
、
今
年
か
ら
始
め
ら
れ
た
も
の

で
、
自
分
の
体
力
年
齢
を
知
る
こ
と
で
、

健
康
な
体
づ
く
り
の
知
識
を
養
い
、
地
域

か
ら
介
護
予
防
や
健
康
増
進
の
活
動
を
始

め
よ
う
と
、
取
り
組
ま
れ
た
も
の
で
す
。

　

会
場
で
は
、参
加
者
の
年
齢
に
応
じ
て
、

あ
な
た
の
体
力
は
何
歳
で
す
か

総
上
地
区　
体
力
測
定
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
０
６

握
力
測
定
や
上
体
起
こ
し
な
ど
６
種
目
に

分
か
れ
測
定
が
お
こ
な
わ
れ
、
館
内
い
っ

ぱ
い
に
笑
い
声
や
た
め
息
な
ど
が
入
り
乱

れ
、
自
分
の
体
力
測
定
の
数
値
を
見
て
、

”来
年
こ
そ
は
自
分
の
年
齢
に
な
る
よ
う

が
ん
ば
ろ
う
“
と
話
を
し
て
く
れ
た
み
な

さ
ん
や
想
像
以
上
に
若
い
体
力
に
満
足
す

る
参
加
者
な
ど
、和
気
あ
い
あ
い
の
な
か
、

測
定
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
の

み
な
さ
ん
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

地域から介護予防や健康増進の活動を展開

　

秋
晴
れ
と
な
っ
た
10
月
17
日
、
ち
よ
か

わ
幼
稚
園
の
園
児
た
ち
１
２
３
名
が
、
柴

　

信
一
さ
ん
宅
の
畑
（
鎌
庭
）
で
い
も
掘

り
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　

シ
ャ
ベ
ル
を
持
っ
た
園
児
た
ち
は
、
小

さ
な
手
で
„
よ
い
し
ょ
！
よ
い
し
ょ
！“

と
大
き
な
掛
け
声
を
か
け
な
が
ら
連
な
っ

て
く
る
大
き
な
い
も
を
掘
り
、
目
を
キ
ラ

キ
ラ
と
輝
か
せ
な
が
ら
„
見
て
！
こ
ん
な

に
大
き
な
い
も
が
あ
っ
た
よ
！
“
と
歓
喜

の
声
を
張
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

毎
年
、
恒
例
と
な
っ
て
い
る
い
も
掘
り

は
、
園
児
た
ち
が
、
自
分
た
ち
の
手
で
い

も
苗
を
植
え
、
泥
ん
こ
に
な

り
な
が
ら
、
秋
の
自
然
に
触

れ
収
穫
の
喜
び
を
肌
で
感
じ

る
こ
と
が
目
的
で
あ
り
、
直

接
体
験
す
る
こ
と
の
す
ば

ら
し
さ
を
感
じ
た
一
日
で
し

た
。
ま
た
、
情
操
教
育
の
一

環
と
し
て
も
行
わ
れ
て
い
る

も
の
で
す
。

　

今
ま
で
、
さ
つ
ま
い
も
の

手
入
れ
を
し
て
く
れ
た
根
本

富
夫
さ
ん
宅
の
お
じ
い
ち
ゃ

ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
保
護

者
の
み
な
さ
ん
、
ご
苦
労
さ

ま
で
し
た
。

見て！こんなに大きないもがあったよ！

ね
え
、
見
て
よ
！
こ
ん
な
に
大
き
な
お
い
も
が

ち
よ
か
わ
幼
稚
園

今年もいっぱい掘れたよ！

第５分団の選手のみなさんが入場

おめでとうございます

　

10
月
29
日
、
県
歯
科
医
師
会
主
催
に
よ

る
母
と
子
の
良
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰

式
が
県
歯
科
医
師
会
館
（
水
戸
市
）
で
お

こ
な
わ
れ
、
そ
の
席
上
で
市
内
鎌
庭
の
岡

田
祐
子
さ
ん（
母
）と
真
依
さ
ん（
子
）
の

母
子
が
見
事
６
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

県
で
６
位
入
賞

母
と
子
の
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

　

こ
の
入
賞
は
、
常
総
保
健
所
管
内
の

３
歳
児
健
診
受
診
者
１
，
４
６
１
人
の
中

か
ら
、
保
健
所
で
審
査
し
た
結
果
４
組
の

う
ち
１
位
で
岡
田
さ
ん
母
子
が
県
に
推
薦

さ
れ
た
も
の
で
す
。
県
の
審
査
で
は
、
各

保
健
所
管
内
１
組
ず
つ
12
組
の
審
査
が
あ

り
、
お
子
さ
ん
に
関
し
て
は
、
虫
歯
が
な

い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
正
常
な
噛

み
合
わ
せ
で
、
顔
や
全
身
の
発
育
が
良
く

栄
養
状
態
が
良
好
で
全
身
疾
患
が
な
い
こ

と
な
ど
、
ま
た
、
お
か
あ
さ
ん
に
関
し
て

は
、
虫
歯
が
な
い
こ
と
に
加
え
、
歯
列
や

噛
み
合
わ
せ
に
問
題
が
な
く
、
歯
磨
き
状

態
が
良
好
で
、
歯
石
等
の
沈
着
が
無
い
こ

と
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
審
査
が
お

こ
な
わ
れ
、
今
回
の
入
賞
と
な
っ
た
も
の

で
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

県大会に出場された選手のみなさん

マ
ナ
ー
を
し
っ
か
り
習
得
し
実
践

交
通
安
全
高
齢
者
自
転
車
競
技
県
大
会

　

10
月
27
日
、
那
珂
総
合
公
園
ア
リ
ー
ナ

に
お
い
て
、
財
団
法
人
茨
城
県
交
通
安
全

協
会
主
催
に
よ
る
交
通
安
全
高
齢
者
自
転

車
競
技
県
大
会
が
お
こ
な
わ
れ
、
県
内
28

チ
ー
ム
の
な
か
、
下
妻
地
区
が
見
事
５
位

入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
高
齢
者
の
交
通
意
識
の

高
揚
と
運
転
技
能
の
向
上
を
図
り
、
交
通

事
故
を
防
止
す
る
こ
と
を
目
的
に
毎
年
お

こ
な
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
入
賞
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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身を乗り出しての読み聞かせコーナー

　

す
っ
き
り
晴
れ
わ
た
っ
た
10
月
13
日
、

”み
ん
な
で
あ
そ
ぼ
う
‼
“と
題
し
て
、
千

代
川
緑
地
公
園
に
お
い
て
２
０
０
名
の
親

子
が
ミ
ニ
ミ
ニ
運
動
会
や
落
書
き
コ
ー
ナ

ー
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、今
年
で
２
年
目
と
な
り
、

親
子
の
交
流
と
ふ
れ
あ
い
を
通
じ
て
母
子

保
健
の
向
上
や
子
育
て
支
援
事
業
の
一
環

そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ー
ナ
ー
で
、

楽
し
み
、
と
く
に
、
読
み
聞

か
せ
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
ス
ト

ー
リ
ー
に
子
ど
も
た
ち
が
す

っ
か
り
魅
了
さ
れ
、
身
を
乗

り
出
し
て
聞
き
入
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
後
、
ミ
ニ
ミ
ニ

運
動
会
が
お
こ
な
わ
れ
、
大

玉
こ
ろ
が
し
や
パ
ン
食
い
競

争
、
玉
入
れ
な
ど
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
、
笑
い
が
い
っ
ぱ
い

ク
チ
バ
ス
や
ブ
ル
ー
ギ
ル
が
採
れ
、
大
宝

地
区
の
農
業
排
水
路
で
は
ど
じ
ょ
う
、
ギ

ン
ブ
ナ
、
め
だ
か
な
ど
、
鬼
怒
川
で
は
オ

イ
カ
ワ
、
タ
モ
ロ
コ
、
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
ブ
ナ

な
ど
を
採
集
し
、
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ

て
採
っ
た
魚
な
ど
を
見
て
、
大
き
な
歓
声

が
あ
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
水
質
検
査
の

結
果
や
生
物
の
種
類
を
熱
心
に
メ
モ
し
、

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
有
意
義
な
１
日
と

な
り
ま
し
た
。

　

川
の
汚
染
度
を
調
べ
る
た
め
に
透
視
度

や
水
素
イ
オ
ン
濃
度
な
ど
の
検
査
を
実
施

し
た
と
こ
ろ
、
小
貝
川
、
鬼
怒
川
は
き
れ

い
で
し
た
が
、
糸
繰
川
は
、
や
や
濁
り
が

あ
り
、水
の
透
明
度
は
低
い
状
況
で
し
た
。

種
ま
き
＆
さ
つ
ま
い
も
掘
り
大
会

鬼
怒
フ
ラ
ワ
ー
ラ
イ
ン

　

さ
わ
や
か
な
秋
空
の
な
か
、
花
と
１
万
人
の
会
主
催

に
よ
る
第
16
回
種
ま
き
＆
さ
つ
ま
い
も
掘
り
大
会
が
、

10
月
22
日
、
鬼
怒
フ
ラ
ワ
ー
ラ
イ
ン
で
お
こ
な
わ
れ
ま

し
た
。

　

花
万
ジ
ュ
ニ
ア
ス
タ
ッ
フ
や
青
龍
楽
校
少
年
団
と
保

護
者
の
み
な
さ
ん
、
ま
た
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
な
ど
約
３
０
０
人
が 

„
来
年
も
元
気
に
育
ち
、

き
れ
い
に
咲
き
ま
す
よ
う
に
“
と
世
代
間
の
交
流
を
深

め
な
が
ら
ポ
ピ
ー
の
種
を
蒔
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
６

月
に
み
な
さ
ん
の
手
で
植
え
ら
れ
た
さ
つ
ま
い
も
を
み

ん
な
で
掘
り
、
も
み
が
ら
で
焼
い
た
い
も
や
あ
っ
た
か

い
豚
汁
も
用
意
さ
れ
、
参
加
さ
れ
た
み
な
さ
ん
は
、
お

い
し
そ
う
に
頬
張
り
ま
し
た
。
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

お
友
だ
ち
た
く
さ
ん
で
き
た
よ

子
育
て
支
援
事
業
・
下
妻
保
健
セ
ン
タ
ー

川の汚染度を調べています

　

10
月
14
日
、
秋
空
の
も
と
、
市
内
の
小

学
４
・
５
年
生
を
対
象
に
水
生
生
物
観
察

会
が
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に

お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
観
察
会
は
、
今
年
で
４
回
目
と
な

り
、
川
な
ど
に
生
息
す
る
生
物
な
ど
を
調

査
し
、
ま
た
、
川
の
汚
れ
な
ど
か
ら
川
の

健
康
診
断
を
お
こ
な
う
な
ど
、
自
然
保
護

へ
の
関
心
を
高
め
て
い
く
こ
と
を
目
的
に

毎
年
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

参
加
さ
れ
た
子
ど
も
た
ち
は
„
ど
ん
な

生
物
が
と
れ
る
だ
ろ
う
“
と
期
待
も
高
ま

り
、
会
場
を
小
貝
川
、
大
宝
地
区
の
農
業

排
水
路
、
糸
繰
川
、
鬼
怒
川
と
順
次
バ
ス

で
移
動
。
小
貝
川
で
は
、
外
来
種
の
オ
オ

お母さんといっしょに大玉ころがし

手品に目がくぎづけ

　

ビ
ア
ス
パ
ー
ク
し
も
つ
ま
で
は
、
市
民

の
み
な
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
県
内

外
か
ら
た
く
さ
ん
の
み
な
さ
ん
が
訪
れ
、

子
ど
も
た
ち
に
大
人
気 

大
道
芸
イ
ベ
ン
ト
が
開
か
れ
る

ビ
ア
ス
パ
ー
ク
し
も
つ
ま

下
妻
市
の
良
さ
を
県
内
外
に
ア
ピ
ー
ル
し

よ
う
と
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し

て
お
り
ま
す
。イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
と
し
て
、

大
道
芸
を
９
月
か
ら
取
り
入
れ
、
毎
月
第

３
日
曜
日
、
12
時
と
午
後
２
時
の
２
回
お

こ
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
遊
具
で
遊
ん
で
い

る
子
ど
も
た
ち
も
、
大
道
芸
が
始
ま
る
と

不
思
議
そ
う
な
顔
を
し
、
離
れ
て
見
て
い

る
子
ど
も
た
ち
も
、だ
ん
だ
ん
に
近
寄
り
、

大
道
芸
に
す
っ
か
り
魅
了
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
お
子
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
、
大
道
芸

の
魅
力
に
迫
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

おとうさんといっしょにさつまいもを掘ったよ！

来年もきれいなポピーの花が咲きますように

ほら！見てよ。こんなに大きないもが・・・ わたしおかあさんといっしょにおいもを掘ったよ

こ
の
魚
は
な
ん
だ
ろ
う

水
生
生
物
観
察
会

“どんな生物がとれるのだろう” とお友だちといっしょに

と
し
て
母
子
保
健
推
進
員
さ

ん
が
中
心
と
な
り
、
お
こ
な

わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

緑
地
公
園
の
グ
リ
ー
ン

の
芝
生
一
面
に
シ
ー
ト
を
張

り
、
落
書
き
コ
ー
ナ
ー
や
壁

飾
り
作
り
コ
ー
ナ
ー
、ま
た
、

読
み
聞
か
せ
コ
ー
ナ
ー
な
ど

が
設
置
さ
れ
、
親
子
連
れ
が

の
運
動
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

”普
段
、
子
ど
も
と
一
緒
に
家
の
中
で

遊
ぶ
こ
と
が
多
い
の
で
、
こ
の
よ
う
に
、

お
天
気
の
良
い
日
に
、
た
く
さ
ん
の
友
だ

ち
と
い
っ
し
ょ
に
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
、
ま

た
、
お
か
あ
さ
ん
た
ち
と
も
友
だ
ち
に
な

り
、
子
育
て
等
の
不
安
も
取
り
除
か
れ
ま

し
た
ね
“
と
す
っ
き
り
し
た
笑
顔
で
話
を

し
て
く
れ
た
お
か
あ

さ
ん
。

　

ま
た
、
来
年
も
み

な
さ
ん
の
素
敵
な
笑

顔
に
会
え
る
こ
と
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。
ス
タ
ッ
フ
の
み

な
さ
ん
、
ご
苦
労
さ

ま
で
し
た
。
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高
原
の
黄
菅
に
ま
じ
り
赤
く
咲
く
背
丈
五
寸
の
車
百
合
の
花

木
村　

り
ん
（
下
妻
乙
）

昏
れ
な
づ
む
庭
に
紅
さ
す
酔
芙
蓉

山
茶
花
に
は
や
き
光
陰
流
れ
出
す

眼
底
の
兎
は
消
さ
ず
月
祀
る

坂
井　

耕
人
（
五　

箇
）

鈴
木　

素
香
（
下
妻
丁
）

加
藤　
　

保
（
加　

養
）

朝
日
射
す
庭
の
サ
ル
ビ
ア
の
花
の
冴
え
生
気
を
受
け
て
今
日
の
始

ま
る

孫
と
嫁
の
購
あ
が
な

ひ
く
れ
し
エ
プ
ロ
ン
を
し
か
と
掛
け
ゆ
く
祭
り
当
番

中
学
生
も
浴
衣
を
着
れ
ば
楚そ

楚そ

と
し
て
女
ら
し
さ
の
見
え
か
く
れ

す
る

つ
ゆ
草
の
葉
陰
に
す
だ
く
こ
ほ
ろ
ぎ
は
思
ひ
の
た
け
を
告
げ
ゐ
て

い
と
ほ
し

半
分
で
胡
瓜
も
み
足
る
ひ
と
り
居
に
道
産
ア
ス
パ
ラ
ど
か
ん
と
届

くみ
ち
の
く
の
駅
に
も
と
め
し
風
鈴
の
す
ず
し
き
音
色
に
癒
さ
る
る

日
々

小
貫　

よ
し
（
宗　

道
）

須
藤
恵
美
子
（
前
河
原
）

緑
り
田
に
か
す
か
に
白
き
稲
の
花
野
辺
を
散
歩
す
豊
作
願
い
つ
つ

小
竹
八
重
子
（
五　

箇
）

外
山
と
く
子
（
下
妻
乙
）

関　
　

冨と
み

喜き

（
下
妻
丁
）

関　

千
代
子
（
下
妻
乙
）

桜
井　

英
子
（
谷
田
部
）

娘
ら
二
人
に
誘
は
れ
て
行
く
温
泉
旅
行
一
泊
二
日
は
忽
ち
に
過
ぐ

北
沢　

し
づ
（
宗　

道
）

　

弥
生
時
代
以
降
の
農
耕
社
会

の
成
立
は
、
次
第
に
社
会
構
造
を

変
化
さ
せ
、
各
地
の
ム
ラ
は
次
第

に
大
き
く
な
り
、
中
央
に
は
大や
ま
と和

朝ち
ょ
う
て
い廷と
い
う
大
き
な
政
権
が
誕
生

し
ま
し
た
。
こ
の
政
権
は
周
辺
の

地
域
を
包
括
し
、
次
第
に
東
国
へ

と
勢
力
を
拡
大
し
て
い
き
ま
す
。

今
か
ら
約
千
七
百
年
前
の
紀
元
４

世
紀
頃
に
は
関
東
地
方
に
古
墳
が

築
か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
古

墳
築
造
技
術
の
到
来
は
、
大
和
政

権
の
支
配
下
に
組
み
入
れ
ら
れ
た

こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

　

下
妻
市
内
に
は
数
多
く
の
古

墳
・
古
墳
群
が
存
在
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
多
く
が
後
世
の
開

発
や
盗
掘
を
受
け
て
、
湮い
ん

滅め
つ

状
態

の
も
の
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
よ
う
な
中
で
黒
駒
の
浅せ
ん

間げ
ん

塚づ
か

古
墳
（
市
指
定
）
は
保
存
状
態
が

良
好
な
、
市
内
屈
指
の
古
墳
と
い

え
ま
す
。

　

下
妻
市
内
に
古
墳
が
築
か
れ
る

よ
う
に
な
る
の
は
４
世
紀
後
半
頃

で
す
。
現
在
の
と
こ
ろ
村
岡
柴
崎

古
墳
群
の
２
基
の
前ぜ
ん

方ぽ
う

後こ
う

円え
ん

墳ふ
ん

が

最
古
級
の
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
１
号
墳
は
全
長
65
ｍ
、
高

さ
６
ｍ
、
２
号
墳
は
全
長
55
ｍ
、

高
さ
５
ｍ
を
計
測
し
ま
す
。
い

ず
れ
も
市
内
最
大
級
に
属
し
、
下

妻
市
指
定
の
史
跡
と
な
っ
て
い
ま

す
。
発
掘
調
査
は
な
さ
れ
て
い
な

い
た
め
、
埋ま
い

葬そ
う

施
設
や
構
造
に
つ

い
て
は
不
明
で
あ
り
、
詳
細
な
年

代
も
推
定
の
域
を
出
ま
せ
ん
が
、

墳ふ
ん
き
ゅ
う丘の
形
態
は
古
式
の
古
墳
の
特

徴
を
示
し
て
い
ま
す
。
本
古
墳
群

は
隣
接
す
る
八
千
代
町
の
仁に

江え

戸ど

古
墳
群
と
あ
わ
せ
大
規
模
な
古
墳

群
を
形
成
し
、
少
な
く
と
も
４
〜

６
世
紀
代
ま
で
は
連
続
し
て
築
造

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
鬼
怒
川

右
岸
地
域
の
盟
主
的
な
豪
族
の
存

在
を
想
定
で
き
そ
う
で
す
。

　

前
河
原
古
墳
群
第
１
号
墳
は

学
術
の
発
掘
調
査
が
な
さ
れ
た
古

墳
で
す
。
測
量
調
査
の
結
果
か
ら

は
、
長
軸
21
ｍ
、
短
軸
11
ｍ
を
計

測
す
る
長
円
形
を
呈
す
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
、
後
世
の
改
変
が
著
し

く
墳
丘
の
形
態
は
明
ら
か
に
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。確
認
調
査
で
は
、

埋
葬
施
設
と
考
え
ら
れ
る
白
色
粘

土
層
が
見
つ
か
り
、
土
製
の
玉
が

出
土
し
ま
し
た
。
ま
た
埴は
に

輪わ

片へ
ん

の

出
土
は
年
代
を
探
る
上
で
大
き
な

手
掛
か
り
と
な
り
ま
し
た
。
調
査

報
告
書
で
は
、
古
墳
の
立
地
や
埋

葬
施
設
の
特
徴
、
出
土
遺
物
な
ど

か
ら
前
河
原
１
号
墳
の
年
代
を
６

世
紀
後
半
頃
に
位
置
付
け
て
い
ま

す
。

　

下
栗
の
野の

方が
た

古
墳
群
は
工
場
建

設
に
先
立
つ
発
掘
調
査
に
よ
っ
て

発
見
・
調
査
さ
れ
た
古
墳
群
で
す
。

山
林
部
分
に
直
径
15
ｍ
程
度
の
円え
ん

墳ぷ
ん

が
１
基
確
認
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
集
落
遺
跡
の
調
査
に
よ
っ
て

17
基
の
古
墳
の
石
室
や
周
し
ゅ
う

溝こ
う

が
発

見
さ
れ
た
の
で
す
。分
析
の
結
果
、

全
長
24
ｍ
の
前
方
後
円
墳
１
基
を

含
む
円
墳
や
帆ほ

立た
て

貝か
い

式し
き

古
墳
に
よ

っ
て
構
成
さ
れ
る
こ
と
が
判
明
し

ま
し
た
。
埋
葬
施
設
に
は
本
地
域

で
は
珍
し
い
切
石
積
み
の
石
室
が

取
り
入
れ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

（
生
涯
学
習
課
文
化
係
）

Series

Vol.
11

子どもの純粋な
心のつぶやき

詩頭口口 頭 詩
く
も
さ
ん
が
ね

つ
く
ば
さ
ん
を

よ
い
し
ょ
っ
て

も
ち
あ
げ
て

す
み
れ
ち
ゃ
ん
た
ち
に

み
せ
て
く
れ
た
ん
だ
ね

や
さ
し
い
ね 

く
も
さ
ん

あ
り
が
と
う

【
解
説
】
筑
波
山
の
ふ
も
と
の
ほ
う
に
、

横
に
細
く
長
い
雲
が
二
つ
並
ん
で
見
え

た
の
で
、「
筑
波
山
の
下
に
雲
が
あ
る

よ
」
と
声
を
か
け
た
と
こ
ろ
、
筑
波
山

と
雲
を
、
じ
っ
と
見
つ
め
な
が
ら
話
し

て
い
ま
し
た
。
い
ろ
ん
な
も
の
に
、
い

ろ
ん
な
感
じ
か
た
を
し
て
い
る
豊
か
な

心
を
、
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
し
て
い
き

た
い
な
と
、あ
ら
た
め
て
思
い
ま
し
た
。

　
　
採
集　
母　
藤
木　
真
紀

わ
ら
べ
う
た
・
あ
そ
び
ラ
ン
ド

く
さ
ぶ
え
29
集
よ
り

 

藤
木 
 

菫
す
み
れ

４
歳
５
か
月
︵
上
妻
幼
稚
園
︶

よ

い

し

ょ

　

本
資
料
は
、
戦
国
時
代
、
下
妻
や
そ
の
周
辺
一
帯
を
支
配
下
に
お

い
て
い
た
多
賀
谷
氏
の
居
城　

多
賀
谷
城
の
復
元
模
型
で
す
。
江
戸

時
代
に
描
か
れ
た
「
常
陸
下
妻
城
図
」（
広
島
市
立
中
央
図
書
館
蔵
）

や
明
治
時
代
に
作
ら
れ
た
迅
速
測
図
を
も
と
に
作
製
し
、
城
の
中
心

部
（
東
西
１
㎞
、
南
北
約
１
・５
㎞
）
を
再
現
し
た
も
の
で
す
。

　

多
賀
谷
城
は
、
康
正
元
年
（
１
４
５
５
）
に
多
賀
谷
氏
家
に
よ
っ

て
築
城
が
開
始
さ
れ
、
６
年
後
の
寛
正
二
年
（
１
４
６
１
）
に
完
成

し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
城
の
周
囲
は
、
東
西
に
沼
を
控
え
、
南

方
が
湿
地
帯
と
い
う
地
理
的
条
件
を
利
用
し
、
北
方
に
対
す
る
備
え

は
、
土ど

塁る
い

、
濠ほ
り

な
ど
で
七
重
に
備
え
を
敷
き
、
城
域
は
旧
下
妻
町
全

域
に
及
ぶ
広
大
な
も
の
で
し
た
。

　

城
は
、
本
丸
を
中
心
に
、
そ
の
周
囲
を
北
か
ら
東
に
、
北
城
、
虚こ

空く
う

蔵ぞ
う

曲く
る

輪わ

、
帯
曲
輪
、
三
の
丸
な
ど
が
配
置
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
、

そ
の
周
辺
に
は
本
宿
、
平
沼
曲
輪
、
南
館
が
配
置
さ
れ
、
こ
こ
に
家

臣
を
集
住
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
防
衛
機
能
を
持
た
せ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
防
衛
機
能
が
北
方
に
集
中
し
て
い
る
の
は
、
地
理
的
な

条
件
は
も
と
よ
り
、
当
時
の
敵
対
勢
力
で
あ
る
、
結
城
氏
や
水み
ず
の
や谷
氏

が
北
方
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
も
よ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

現
在
、
城
の
建
物
な
ど
詳
細
を
伝
え
る
史
料
は
残
っ
て
い
ま
せ
ん

が
、
本
丸
跡
は
市
指
定
史
跡
と
し
て
公
園
に
な
り
保
存
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
城
郭
の
土
塁
や
濠
は
一
部
が
現
存
し
て
お
り
、
当
時
を

知
る
貴
重
な
遺
構
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
模
型
は
、
当
館
の
エ
ン
ト

ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
に
展
示
し
て
お
り
ま

す
。
今
年
度
、
一
部
修
復
し
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
是

非
、一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
。
き
っ
と
、

現
在
の
下
妻
の
様
子
と
全
く
異
な
る

水
地
に
囲
ま
れ
た
当
時
の
下
妻
の
様

子
の
違
い
に
、
驚
き
や
発
見
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。

野方古墳群の切石積み石室

前河原１号墳調査状況

●●

芸

民

市

文

俳 

句

短 

歌
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新
下
妻
市
の
歴
史
再
発
見

新
下
妻
市
の
歴
史
再
発
見

古
墳
文
化
の
到
来

市
内
最
古
の
古
墳

調
査
さ
れ
た
古
墳

市
域
の
古
墳

多
賀
谷
城
︵
下
妻
城
︶
模
型

ふ
る
さ
と
博
物
館
収
蔵
資
料
紹
介
42

柴崎２号墳測量図



くらしの広場

ミ
ニ

消

生

情

費

活

報

相
談
室
の
窓
か
ら

相
談
室
の
窓
か
ら

相
談
室
の
窓
か
ら

電
話
で
、
高
額
な
図
書
の
勧
誘
を
受
け

ま
し
た
。「
付
き
合
っ
て
も
ら
わ
な
い
と
困

る
」
と
し
つ
こ
く
言
わ
れ
、
怖
い
口
調
だ
っ

た
た
め
了
解
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

７
万
円
と
高
額
で
す
。
２
日
後
に
図
書
が

届
き
ま
し
た
。
解
約
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。

相
談
事
例

　

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
通
知
の
書
き
方

を
説
明
し
、
商
品
は
着
払
い
で
返
送
す
る

よ
う
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
し
た
。

※
こ
の
事
例
で
は
、
電
話
の
勧
誘
で
し
た

が
、
事
前
に
連
絡
が
な
く
突
然
商
品
を
送

っ
て
く
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
を「
ネ

ガ
テ
ィ
ブ
オ
プ
シ
ョ
ン
」
と
い
い
ま
す

が
、
受
取
拒
否
を
し
た
ほ
う
が
い
い
で
し

ょ
う
。
万
が
一
、
受
け
取
っ
て
し
ま
っ
た

場
合
は
、着
払
い
で
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

相
談
結
果

•

な
る
べ
く
人
混
み
を
避
け
る
、
こ
ま
め

な
手
洗
い
、
う
が
い
を
実
行
し
ま
し
ょ
う

•

家
族
の
誰
か
が
感
染
し
た
ら
不
必
要
な

接
触
を
避
け
る

•

鼻
を
か
ん
だ
使
用
後
の
テ
ィ
シ
ュ
ペ
ー

パ
ー
も
専
用
の
袋
を
用
意
し
、
こ
ま
め
に

捨
て
ま
し
ょ
う

•

鼻
や
喉
が
弱
い
人
は
マ
ス
ク
で
防
御
し

ま
し
ょ
う

１
．ウ
イ
ル
ス
と
の
接
触
を
で
き
る
だ
け

　
　
避
け
ま
し
ょ
う

消
費
生
活
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
…

・
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー　
筑
西
分
室

　
☎
24
・
２
２
１
１　
内
線
２
１
８

・
商
工
観
光
課　
商
工
係（
千
代
川
庁
舎
）

　
☎
43
・
２
１
１
１

インフルエンザは、わが国最大の感染症です。
場合によっては重症化、合併症をも引き起こす恐れのある
感染症であるため、まずは予防が肝心です。次のような基
本的にできることから注意・実行していきましょう。

•

ふ
だ
ん
以
上
に
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事

を
心
が
け
る

•

特
に
果
物
や
果
汁
を
た
く
さ
ん
摂
り
ま

し
ょ
う

•

睡
眠
は
十
分
に
、
ス
ト
レ
ス
は
抵
抗
力

を
弱
め
ま
す
の
ス
ト
レ
ス
発
散
を
心
が
け

ま
し
ょ
う

•

適
度
な
運
動
を
定
期
的
に
行
い
ま
し
ょ

う

•

た
ば
こ
は
や
め
ま
し
ょ
う
。
喫
煙
は
気

道
の
粘
膜
を
傷
つ
け
、
ウ
イ
ル
ス
へ
の
抵

抗
力
を
弱
め
ま
す

２
．健
康
的
な
生
活
で
抵
抗
力
を
高
め
ま

　
　
し
ょ
う

•

湿
度
が
低
い
と
気
道
が
乾
き
、
ウ
イ
ル

ス
に
感
染
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
加
湿
器

な
ど
で
湿
度
を
60
〜
70
％
程
度
に
、
室
温

は
20
〜
22
℃
程
度
に
保
ち
ま
し
ょ
う

３
．室
内
の
湿
度
を
高
く
保
ち
ま
し
ょ
う

•

接
種
す
る
こ
と
で
重
篤
な
合
併
症
や
死

亡
を
予
防
し
、
健
康
被
害
を
最
小
限
に
と

ど
め
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。
ワ
ク
チ

ン
の
効
果
が
現
れ
る
ま
で
に
２
週
間
程
度

か
か
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
な
る

べ
く
早
め
に
接
種
し
ま
し
ょ
う

•

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
わ
が
国
で
は
例

年
11
月
〜
４
月
に
流
行
し
ま
す
。
症
状
の

特
徴
は
、
38
℃
以
上
の
発
熱
、
頭
痛
、
関

節
痛
、
筋
肉
痛
な
ど
の
強
い
全
身
症
状
で

す
が
、
併
せ
て
普
通
の
か
ぜ
症
状
も
み
ら

れ
ま
す
。
症
状
が
出
て
か
ら
３
〜
７
日
間

は
他
人
へ
移
す
可
能
性
も
あ
る
の
で
、
熱

が
下
が
っ
て
も
周
囲
へ
の
配
慮
は
必
要
で

す
。
ま
た
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
は
、
い

わ
ゆ
る
„
か
ぜ
薬
“
と
い
わ
れ
る
も
の
は

効
き
ま
せ
ん
し
、
自
己
判
断
で
の
服
薬
は

危
険
で
す
。
早
め
に
医
療
機
関
を
受
診
し

適
切
な
治
療
受
け
る
こ
と
、
安
静
と
十
分

な
休
養
・
睡
眠
、
水
分
補
給
を
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

４
．予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

＊
市
で
は
予
防
接
種
法
に
基
づ
き
下
記
の
方

　
を
対
象
に
公
費
負
担
を
実
施
し
て
い
ま
す

○
65
歳
以
上
の
方

○
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
の
う
ち
、心
臓・

　
腎
臓
・
呼
吸
器
機
能
に
障
害
の
あ
る
方
、

　
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
免
疫
機

　
能
に
障
害
を
有
す
る
方

　
市
外
で
の
接
種
を
希
望
す
る
方
や
、
ご
不

明
な
点
が
あ
る
方
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

市債現在高

市
の
家
計
簿
を
公
表
し
ま
す

平
成
18
年
度
予
算
の
執
行
状
況

平
成
18
年
９
月
30
日
現
在

平成18年度
上半期

みなさんは、自分の納めた税
金がどのように使われている
か知っていますか。市では、
予算の執行状況や財産につ
いて、年に２回公表していま
す。今回は、４月１日から９
月３０日までの予算の執行状
況を中心にお知らせします。

1,143,357.12 ㎡
137,510.58 ㎡
135 台
346 台
16億2,246万1千円

土　　地
建　　物
車　　両
その他の機械
基　　金

60億5,103万1千円
37億2,925万9千円
35億2,522万7千円
79億　746万4千円

下水道債
教育債
土木債
その他

◆一般会計歳入（収入済額）78億758万8千円　予算額 145億8,406万3千円　執行率53.5％

◆一般会計歳出（支出済額） 62億720万9千円　予算額 145億8,406万3千円　執行率42.6％

項目 予算現額 収入済額 執行率
市税 47億2,667万5千円 32億7,706万2千円 69.3％
地方交付税 39億2,000万円　　 24億4,720万1千円 62.4％
市債 12億5,040万円　　 3,100万円　　 2.5％
国庫支出金 9億7,335万9千円 2億2,008万円　　 22.6％
県支出金 7億5,620万8千円 6,890万5千円 9.1％
地方譲与税 7億3,200万円　　 2億6,734万円　　 36.5％
地方消費税交付金 4億6,900万円　　 2億7,620万円　　 58.9％
繰越金 4億5,127万2千円 7億3,682万9千円 163.3％
繰入金 3億8,242万7千円 3,456万2千円 9.0％
諸収入 2億5,036万9千円 9,799万6千円 39.1％
その他 6億7,235万3千円 3億5,041万3千円 52.1％

項目 予算現額 支出済額 執行率
民生費 36億5,312万5千円 13億9,972万7千円 38.3％
総務費 23億1,687万5千円 10億3,467万3千円 44.7％
衛生費 19億　　85万7千円 10億5,369万4千円 55.4％
公債費 16億8,753万4千円 7億　　28万円　　 41.5％
土木費 15億7,644万5千円 5億7,639万4千円 36.6％
教育費 14億4,475万8千円 6億2,770万6千円 43.4％
農業費 7億7,190万8千円 1億8,856万8千円 24.4％
消防費 7億2,262万6千円 3億8,727万7千円 53.6％
議会費 2億9,359万1千円 1億4,618万4千円 49.8％
商工費・労働費 1億7,989万5千円 9,270万6千円 51.5％
予備費・災害復旧費 3,644万9千円 0 0

◆特別会計

区分 予算現額
歳入 歳出

収入済額 収入率 支出済額 支出率
国民健康保険 53億8,789万円 22億2,159万3千円 41.2％ 21億　507万円　　 39.1％
老人保健 42億5,900万円 19億4,419万6千円 45.6％ 16億5,370万3千円 38.8％
介護保険 23億4,557万円 9億2,195万8千円 39.3％ 9億　294万7千円 38.5％
下水道事業 8億3,759万円 4億9,910万7千円 59.6％ 2億8,342万8千円 33.8％
土地区画整理 1億1,900万円 6,351万5千円 53.4％ 4,634万円 38.9％

市の財産
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インフルエンザに気をつけましょう



健康カレンダー　Health Calendar 12月
日 月 火 水 木 金 土

テレフォンサービス

火災・災害のとき
市役所などの行事・催し物

☎44-3111

☎43-4000

10月の交通事故10月の交通事故

（　）内は前年

発生件数 24（25） 291（319） 

死　　亡

負　　傷 33（35） 405（419） 

0（  2） 2（    5） 

－累計－

　

朝
夕
の
寒
気
、
色
づ
い
た
木
の
葉
の
舞
い
落

ち
る
よ
う
に
秋
の
深
ま
り
を
実
感
す
る
季
節
に

な
り
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
、
体
調
管
理
に
は
細

心
の
注
意
を
払
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。

　

こ
の
と
こ
ろ
、
中
学
生
が
い
じ
め
を
苦
に
遺

書
を
残
し
て
自
殺
し
た
と
か
、
親
が
わ
が
子
を

虐
待
し
て
い
た
な
ど
や
り
き
れ
な
い
ニ
ュ
ー
ス

が
相
次
い
で
い
ま
す
。„
ど
う
し
て
な
の
“と
、

自
問
し
て
み
て
も
答
え
を
見
出
せ
な
い
で
い
る

日
々
が
続
い
て
い
ま
し
た
。
先
日
、
ム
ク
ド
リ

た
ち
が
群
が
っ
て
柿
の
実
を
つ
い
ば
ん
で
い
る

光
景
を
見
上
げ
て
い
る
と
、
親
子
で
し
ょ
う

か
？
口
移
し
に
食
べ
さ
せ
て
い
る
姿
が
目
に
と

ま
り
ま
し
た
。
こ
の
と
き
、„
人
間
も
ム
ク
ド

リ
た
ち
の
よ
う
に
本
能
だ
け
で
生
き
て
行
け
た

ら
、
近
ご
ろ
の
よ
う
な
不
幸
な
事
件
は
か
え
っ

て
起
こ
ら
な
い
の
か
な
“
と
思
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
人
間
に
は
、
思
い
や
り
の
心
大
切
で
す

よ
ね
。

　

そ
ん
な
な
か
、
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
も
あ
り
ま

し
た
。
プ
ロ
野
球
日
本
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
日
本

ハ
ム
が
44
年
ぶ
り
２
度
目
の
日
本
一
に
。
シ
ー

ズ
ン
当
初
か
ら
楽
し
い
話
題
を
振
り
ま
き
な
が

ら
の
快
挙
で
し
た
。
北
海
道
に
本
拠
地
を
構
え

て
３
年
目
、
地
元
の
人
々
の
喜
び
は
は
か
り
し

れ
ま
せ
ん
。
私
も
テ
レ
ビ
を
と
お
し
て
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、
感
動
の
お
裾
分
け
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

11月の納税
納期限：11月30日

固定資産税（第3期） 11月30日
［税目］ ［口座引落日］

下妻市の人口・世帯下妻市の人口・世帯
-11月１日現在-

人　口　46,186 人
　男　　23,022 人
　女　　23,164 人
世帯数　14,872 世帯

介護保険料（第5期） 11月30日

（　）は前月比

国民健康保険税（第5期）11月30日

（＋　6） 
（－　3） 
（＋　9） 
（＋17） 
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☎43-8181
☎45-0311
☎43-6391
☎43-2512
☎44-3008

砂沼湖畔クリニック

宇津野医院
坂入医院
中山医院
中嶋医院

休日在宅当番医　午前9時30分～午後4時在

保健センター保
千 千代川保健センター 休日・夜間に診てくれる医療機関を探します

www11.ocn.ne.jp/̃syoubou/index.html

www.pref.ibaraki.jp/bukyoku/hoken/kodomobook.pdf

小児救急パンフレット
『子どもの救急ってどんなとき？』

お子さんが急な病気で心配なとき、ご相談ください
局番なしの　＃８０００
プッシュ回線でない固定電話、携帯電話、公衆電話からは ☎029-254-9900

茨城子ども緊急電話相談

相談日時：月～金曜日  午後6時30分～午後10時30分
※土・日・祝日および年末年始はのぞく

小児救急輪番・病院群輪番
茨城西南地方広域市町村圏事務組合消防本部

インターネット  ⇨  www.qq.pref.ibaraki.jp
携　帯　　  ⇨  www.qq.pref.ibaraki.jp/kt
電　話　　  ⇨  029-241-4199

茨城県救急医療情報システム

西南医療…茨城西南医療センター病院（境町2190）
　　　　　☎0280-87-8111
友愛記念…友愛記念病院（古河市東牛谷707）
　　　　　☎0280-97-3000

小児救急当番医
　月火木土曜：午後6時～翌朝8時
　日曜・祝祭日：午前8時～午後6時

小

土日・祝祭日（1月1日を除く）午後7時から翌朝7時
夜間応急診療所（保健センター内）☎ 43-1990

☎44-2014
☎44-3761

☎44-2556

菊山胃腸科外科医院

軽部病院
湖南病院／とき田クリニック
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落
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子
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名　
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護
者　
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お
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や
み
９
月
26
日
か
ら

10
月
25
日
ま
で
（届出順）

　

死
亡
者　
　
年
齢　
世
帯
主　

住
所

ぴよぴよ教室
10:00 ～ 10:30

保

保 ３歳児健診
13:30 ～ 13:50

9843 5
小
在 砂沼湖畔
クリニック

西南医療 小友愛記念

1歳6か月児健診
13:30 ～ 13:50

保

小西南医療

小西南医療

1413 16151110 12
小
在 宇津野医院
友愛記念 小友愛記念 小西南医療 小西南医療

1817 19

在 坂入医院
小西南医療 小友愛記念 小西南医療

2120 22
小西南医療

21

保 すくすく相談
13:30 ～

76
小西南医療

小西南医療

保 マタニティクラス
13:30 ～ 15:30

保 元気アップ教室
9:30 ～ 10:30

保 遊びの広場
10:00 ～ 10:30

保 １歳児相談
13:30 ～ 13:50

24

在 中嶋医院
小西南医療

23

５か月児健診
13:10 ～ 13:30

保

千 キッズクラブ
10:00 ～ 10:30

小西南医療

25
小友愛記念

26
小西南医療

2827
小西南医療

保 ポリオ生ワクチン
14:00 ～ 14:30

ＢＣＧ接種
14:00 ～ 14:30

保

※
広
報
へ
の
掲
載
を
希
望
し
な
い
場
合

　
は
、
お
届
け
の
際
に
市
民
課
窓
口
に

　
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

子宮・骨粗検診
13:00 ～ 13:30

保

3029

在 中山医院

在 菊山胃腸科
外科医院

小友愛記念
在 軽部病院
小西南医療

子宮・骨粗検診
13:00 ～ 13:30

保

保 パクパク離乳食教室
9:45 ～ 10:00

子宮・骨粗検診
13:00 ～ 13:30

保 子宮・骨粗検診
13:00 ～ 13:30

保 子宮・骨粗検診
13:00 ～ 13:30

保

子宮・骨粗検診
13:00 ～ 13:30

保

31

在 湖南病院／
とき田クリニック

小西南医療



古紙配合率100%再生紙を使用しています

荻原唯
ゆい

斗
と

ちゃん（下妻乙）
～大樹・美弥子さんの長男～

　元気で明るくおしゃべりで、歌
と踊りが得意な唯斗です。走るの
１番、おちゃらけ１番、甘えん坊
１番な唯斗は、じーちゃんばーち
ゃん、パパママ、元気な いとこ
たちなど、たくさんの愛情をたっ
ぷり受けて、すくすくと活発で心
優しい子に育っています。

塚田莉
り

々
り

子
こ

ちゃん（大園木）
～雅彦・由美子さんの次女～

　口が達者になってきた今日こ
の頃。おもしろいことを言って
はみんなを笑わせています。こ
の前も父親に “あなたはだぁ～
れ？” とからかっていました。
いつまでも健康で心の優しい女
の子に育って欲しいです。

平塚貴
たか

士
し

ちゃん（原）
～大助・惠子さんの長男～

　サッカー大好き、すべり台大
好き、お散歩大好きで、おばあ
ちゃんを振り回しているわんぱ
く息子です。最近は “アーンパ
ーンチ！” と “なっとう！” が
お気に入りです。これからも
のびのび元気に、大きくなあ
れ！！

　

私
は
訪
問
介
護
の
仕
事
を
し
て
、

ま
だ
２
年
９
か
月
で
す
が
、
こ
の
仕

事
を
は
じ
め
て
か
ら
充
実
し
た
日
々

を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

笑
顔
で
私
を
迎
え
、
必
要
と
し
て

く
れ
る
人
が
待
っ
て
い
て
く
れ
る
か

ら
で
す
。

　

時
に
は
、
自
分
の
思
う
よ
う
に
い

か
ず
悩
む
日
も
あ
り
ま
す
が
、
私
の

で
き
る
精
一
杯
の
真
心
と
思
い
や
り

の
気
持
ち
を
持
っ
て
、
訪
問
サ
ー
ビ

ス
の
時
間
を
利
用
者
の
方
と
過
ご
し

て
い
ま
す
。
„
あ
り
が
と
う
、
ま
た

待
っ
て
い
る
ね
“
の
言
葉
を
か
け
て

も
ら
っ
た
と
き
に
は
、
あ
た
た
か
い

気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
終
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

”お
元
気
で
お
過
ご
し
く
だ
さ
い

ね
。
ま
た
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
“

　

在
宅
で
暮
ら
す
人
た
ち
が
支
援
や

介
護
を
求
め
た
と
き
、
笑
顔
と
元
気

を
持
っ
て
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
が
で
き
た

ら
と
思
っ
て
毎
日
の
仕
事
に
励
ん
で

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
り
よ
い
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
者
の
方
に
提
供
で
き

る
よ
う
に
、
ま
た
多
く
の
人
た
ち
と

関
わ
れ
る
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を
目
指

し
て
、
前
進
で
き
る
よ
う
に
努
力
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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前月登場の早川光子さんからの紹介
～わたしからあなたへ～～わたしからあなたへ～ VOL.

11

充実した日々

冨 倉 ま ち さん（大木）

＊このコーナーに掲載をご希望の方は、
　秘書課広報広聴係（内線 1212）にご連絡ください。


